
 
 

景観協定 
～まちの良好な景観を創る・守るルールづくり～ 

 
 

 

 

 

 

敷地を分割して一体的に戸建て住宅を整備、 

分譲したあとも良好な景観を保ちたい… 

地域の建物やみどりにルールを設けて 

一体的に良好な景観を保ちたい… 

今ある地域の良好な景観を守りたい… 

このようなときは、景観協定を結んでみてはいかかでしょうか？ 

良好な景観づくりや景観保全のために地域住民同士でルールを定め、 

景観法に基づいてそのルールに法的効力を持たせるのが景観協定です 

 

ご存知ですか？ 
 



 

 景観協定とは？  

杉並区内のひとまとまりの土地（一団の土地）について，土地所有者等の全員の合意により，そ

の区域における良好な景観の形成に関するルールを定める協定のことをいいます。 

景観法（第 81条から第 90 条）・杉並区景観条例（第 26条）にもとづいた制度で、一定の法

的効力があります。 
 

 協定でどんなことが定められる？  

・ 建物のデザイン、敷地、位置、規模、用途などの基準 

・ みどりの保全や緑化の基準 

・ 屋外広告物の表示・掲出の基準 

・ 協定に違反した場合の措置 

などを定めることができます。 
 

 協定を結ぶまでの手続きは？  
 

地域住民 杉並区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観協定の効力の発生   

 

 

  

 

 

 【 お問い合わせ 】杉並区都市整備部市街地整備課景観係 03-3312-2111（代表） 

景観協定の内容を考える 

景観協定書案を作成 

土地所有者等全員の 

合意を得る 

景観協定の認可申請 受付 

公告・縦覧 

認可・公告 

諮問 

意見 

２週間 

地域の良好な景観を

創り、守りたい 

 
・ 景観協定を定める区域 

・ 良好な景観形成に必要な基準 

・ 協定の有効期間 

・ 協定の実現に向けて必要な事項 

関係人による意見書

の提出 

まちづくり 

景観審議会 

考える協定の内容 

事前相談 

アドバイス 

事前相談対応 

必要に応じて専門家 

の派遣などもします 

縦覧 運営委員会等の運営 

ただし、一段の土地の所有者が1人の場合、協定の効力が発生するのは、協定を定めてから3年 

以内に2人以上の土地所有者ができた日からになります。 

 


